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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録された楽曲データである記録楽曲データを再生出力すると共に、当該記
録楽曲データの再生出力と並行して、前記記録媒体に記録されている画像データである記
録画像データのうちの、再生出力している記録楽曲データに関連づけられている記録画像
データを表示出力するオーディオ再生装置であって、
　放送を受信する放送受信手段と、
　楽曲同定手段と、
　画像記録手段とを有し、
　前記放送受信手段は、前記放送で放送された楽曲データである放送楽曲データと、前記
放送で放送された、前記放送楽曲データと対応づけられた画像データである放送画像デー
タとを受信し、
　前記記録楽曲データと前記放送楽曲データとは楽曲を表すものであり、前記記録画像デ
ータと前記放送画像データとは画像を表すものであり、
　前記楽曲同定手段は、前記放送受信手段が受信した放送楽曲データが表す楽曲を同定し
、
　前記画像記録手段は、前記楽曲同定手段が同定した楽曲を表す前記記録楽曲データが前
記記録媒体に記録されている場合に、当該記録されている前記記録楽曲データに関連づけ
て、前記放送受信手段が受信した、前記楽曲同定手段が楽曲を同定した前記放送楽曲デー
タに対応づけられた前記放送画像データを前記記録媒体に、前記記録画像データとして記
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録することを特徴とするオーディオ再生装置。
【請求項２】
　請求項１記載のオーディオ再生装置であって、
　前記放送楽曲データと対応づけられた前記放送画像データとは、当該放送楽曲データと
並行して、前記放送によって伝送される、当該放送楽曲データと並行して表示出力すべき
画像を表す放送画像データであることを特徴とするオーディオ再生装置。
【請求項３】
　記録媒体に記録された楽曲データである記録楽曲データを再生出力すると共に、当該記
録楽曲データの再生出力と並行して、前記記録媒体に記録されている画像データである記
録画像データのうちの、再生出力している記録楽曲データに関連づけられている記録画像
データを表示出力するオーディオ再生装置であって、
　放送を受信する放送受信手段と、
　楽曲同定手段と、
　画像記録手段と、
　画像関連付手段とを有し、
　前記放送受信手段は、前記放送で放送された楽曲データである放送楽曲データと、前記
放送で放送された、前記放送楽曲データと対応づけられた画像データである放送画像デー
タとを受信し、
　前記記録楽曲データと前記放送楽曲データとは楽曲を表すものであり、前記記録画像デ
ータと前記放送画像データとは画像を表すものであり、
　前記楽曲同定手段は、前記放送受信手段が受信した放送楽曲データが表す楽曲を同定し
、
　前記画像記録手段は、前記楽曲同定手段が楽曲を同定した前記放送楽曲データに対応づ
けられた前記放送画像データを、当該楽曲同定手段が同定した楽曲の識別情報に対応づけ
て前記記録媒体に前記記録画像データとして記録し、
　前記記録媒体に楽曲データが前記記録楽曲データとして記録されたときに、当該記録さ
れた記録楽曲データが表す楽曲の識別情報に対応づけられた前記記録画像データが前記記
録媒体に記録されている場合に、当該記録されている前記記録画像データを、当該記録さ
れた前記記録楽曲データに関連づける画像関連付手段とを有することを特徴とするオーデ
ィオ再生装置。
【請求項４】
　請求項３記載のオーディオ再生装置であって、
　前記放送楽曲データと対応づけられた前記放送画像データとは、当該放送楽曲データと
並行して、前記放送によって伝送される、当該放送楽曲データと並行して表示出力すべき
画像を表す放送画像データであることを特徴とするオーディオ再生装置。
【請求項５】
　請求項１、２、３または４記載のオーディオ再生装置であって、
　前記放送受信手段は、前記放送としてデジタルラジオ放送もしくはデジタルテレビ放送
もしくはアナログテレビ放送を受信することを特徴とするオーディオ再生装置。
【請求項６】
　記録媒体に記録された楽曲データである記録楽曲データを再生出力すると共に、当該記
録楽曲データの再生出力と並行して、前記記録媒体に記録されている画像データである記
録画像データのうちの、再生出力している記録楽曲データに関連づけられている記録画像
データを表示出力するオーディオ再生装置において、画像データを前記記録画像データと
して前記記録媒体に記録する楽曲関連画像データ記録方法であって、
　放送を受信する放送受信ステップと、
　楽曲同定ステップと、
　画像記録ステップとを有し、
　前記放送受信ステップにおいて、前記放送で放送された楽曲データである放送楽曲デー
タと、前記放送で放送された、前記放送楽曲データと対応づけられた画像データである放
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送画像データとを受信し、
　前記記録楽曲データと前記放送楽曲データとは楽曲を表すものであり、前記記録画像デ
ータと前記放送画像データとは画像を表すものであり、
　前記楽曲同定ステップにおいて、前記放送受信ステップで受信した放送楽曲データが表
す楽曲を同定し、
　前記画像記録ステップにおいて、前記楽曲同定ステップで同定した楽曲を表す前記記録
楽曲データが前記記録媒体に記録されている場合に、当該記録されている前記記録楽曲デ
ータに関連づけて、前記放送受信ステップで受信した、前記楽曲同定ステップで楽曲を同
定した前記放送楽曲データに対応づけられた前記放送画像データを前記記録媒体に前記記
録画像データとして記録することを特徴とする楽曲関連画像データ記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記憶媒体に記録されたオーディオデータを再生するオーディオ再生装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　記憶媒体に記録されたオーディオデータを再生するオーディオ再生装置に関する技術と
しては、記録媒体に、楽曲などのオーディオデータと共に、オーディオデータに関連づけ
た画像データを記録し、記録媒体に記録されたオーディオデータの再生時に、再生するオ
ーディオデータに関連付けられた画像データを再生表示する技術が知られている（たとえ
ば、特許文献１、特許文献２）。この技術によれば、楽曲のオーディオデータの再生時に
、予め、このオーディオデータに関連づけておいた、当該楽曲が格納されているＣＤ-Ｄ
Ａアルバムのジャケットの画像などを表示することができる。
【０００３】
　また、放送受信機に関する技術としては、楽曲と共に放送される当該楽曲のＣＤ-ＤＡ
アルバムのジャケットの画像のデータなどを、楽曲と共に受信し出力する技術が知られて
いる（たとえば、特許文献２）。
【特許文献１】特開2002-216431号公報
【特許文献２】特開平11-260045号公報
【特許文献３】特開2000-183835号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記記録媒体に記録されたオーディオデータの再生時に、再生するオーディオデータに
関連付けられて記録媒体に記録されている画像データを再生表示する技術によれば、記録
媒体に関連する画像データが記録されていないオーディオデータについては、そのオーデ
ィオデータの再生中に、そのオーディオデータに個別的に関連する画像を表示することは
できない。
【０００５】
　一方で、このように、画像データをオーディオデータに関連づけて記録媒体に記録する
ためには、オーディオデータを記録媒体に記録する作業の他に、ユーザの特段の作業が必
要となる。
　そこで、本発明は、ユーザの特段の作業を必要とすることなしに、記録媒体に記録され
たオーディオデータの再生時に、再生するオーディオデータに関連する画像データを再生
表示することのできるオーディオ再生装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題達成のために、本発明は、記録媒体に記録された楽曲データが表す楽曲を再生
出力すると共に、当該楽曲の再生出力と並行して、前記記録媒体に記録されている画像デ
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ータのうちの、再生出力している楽曲の楽曲データに関連づけられている画像データが表
す画像を表示出力するオーディオ再生装置に、楽曲を表す楽曲情報と、当該楽曲情報と対
応づけられた、画像を表す画像情報とが伝送される放送を受信する放送受信手段と、前記
放送受信手段が受信した楽曲情報が表す楽曲を同定する楽曲同定手段と、前記楽曲同定手
段が同定した楽曲を表す楽曲データが前記記録媒体に記録されている場合に、前記放送受
信手段が受信した、当該楽曲同定手段が同定した楽曲情報に対応づけられた画像情報が表
す画像を表す画像データを、当該記録媒体に記録されている楽曲データと関連づけて前記
記録媒体に記録する画像記録手段とを備えたものである。なお、前記放送が、前記楽曲情
報と対応づけられた画像情報として、当該楽曲情報が表す楽曲と並行して出力すべき画像
を表す画像情報を、当該楽曲情報と並行して伝送するものである場合には、前記画像記録
手段は、前記楽曲同定手段が同定した楽曲を表す楽曲データが前記記録媒体に記録されて
いる場合に、当該記録媒体に記録されている楽曲データと関連づけて、当該楽曲同定手段
が同定した楽曲情報の受信中に前記放送受信手段が受信した画像情報が表す画像を表す画
像データを前記記録媒体に記録するようにしてよい。
【０００７】
　このようなオーディオ再生装置によれば、記録媒体に記録された楽曲データを再生出力
する際に、当該楽曲データの再生出力と並行して表示出力する画像の画像データとして、
放送によって当該楽曲データと同じ楽曲を表す楽曲情報を受信した際に併せて受信した当
該楽曲情報に対応づけられた画像情報が表す画像を表す画像データが自動的に記録媒体に
記録されることになる。ここで、このような楽曲情報に対応づけられた画像情報が表す画
像は、当該楽曲情報が表す楽曲と強い関連性を有するものである蓋然性が大きい。よって
、ユーザの特段の作業を必要とすることなしに、記録媒体に記録された楽曲データが表す
楽曲の再生時に、再生する楽曲に関連する画像を表示することができるようになる。
【０００８】
　また、前記課題達成のために、本発明は、記録媒体に記録された楽曲データが表す楽曲
を再生出力すると共に、当該楽曲の再生出力と並行して、前記記録媒体に記録されている
画像データのうちの、再生出力している楽曲の楽曲データに関連づけられている画像デー
タが表す画像を表示出力するオーディオ再生装置に、楽曲を表す楽曲情報と、当該楽曲情
報と対応づけられた、画像を表す画像情報とが伝送される放送を受信する放送受信手段と
、前記放送受信手段が受信した楽曲情報が表す楽曲を同定する楽曲同定手段と、前記放送
受信手段が受信した、当該楽曲同定手段が同定した楽曲情報に対応づけられた画像情報が
表す画像を表す画像データを、当該楽曲同定手段が同定した楽曲に関連づけて前記記録媒
体に記録する画像記録手段と、前記記録媒体に楽曲データが記録された場合に、当該楽曲
データが表す楽曲に関連づけられた画像データが前記記録媒体に記録されている場合に、
当該画像データを、当該記録された楽曲データに関連づける画像関連付手段とを備えたも
のである。なお、前記放送が、前記楽曲情報と対応づけられた画像情報として、当該楽曲
情報が表す楽曲と並行して出力すべき画像を表す画像情報を、当該楽曲情報と並行して伝
送するものである場合には、前記画像記録手段は、前記楽曲同定手段が同定した楽曲情報
の受信中に前記放送受信手段が受信した画像情報が表す画像を表す画像データを、当該楽
曲同定手段が同定した楽曲に関連づけて前記記録媒体に記録するようにしてよい。
【０００９】
このようなオーディオ再生装置によっても、記録媒体に記録された楽曲データを再生出力
する際に、当該楽曲データの再生出力と並行して表示出力する画像の画像データとして、
放送によって当該楽曲データと同じ楽曲を表す楽曲情報を受信した際に、併せて受信した
当該楽曲情報に対応づけられた画像情報が表す画像を表す画像データが自動的に記録媒体
に記録されることになる。したがって、ユーザの特段の作業を必要とすることなしに、記
録媒体に記録された楽曲データが表す楽曲の再生時に、再生する楽曲に関連する画像を表
示することができるようになる。また、楽曲に関連する画像を表す画像データを、その楽
曲の楽曲データの記録媒体への記録に先だって記録媒体に記録しておくことができるので
、関連する画像を表す画像データを記録媒体に予め記録できた楽曲については、その楽曲
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の楽曲データの記録媒体への記録直後から、その楽曲データの再生時に、関連する画像の
表示を行えるようになる。
【００１０】
　ここで、以上の各オーディオ再生装置において、前記放送受信手段は、前記放送として
デジタルラジオ放送もしくはデジタルテレビ放送もしくはアナログテレビ放送を受信する
ものであってよい。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように、本発明によれば、ユーザの特段の作業を必要とすることなしに、記録媒
体に記録されたオーディオデータの再生時に、再生するオーディオデータに関連する画像
データを再生表示することのできるオーディオ再生装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
　図１に、本実施形態に係るオーディオ再生装置の構成を示す。
　図示するように、本オーディオ再生装置は、デジタルラジオ放送を受信するデジタルラ
ジオ受信機１、表示制御部２、ＬＣＤ表示装置などである表示部３、音声出力制御部４、
スピーカやオーディオアンプなどより構成される音声出力部５、バッファ６、制御部７、
ＣＤ-ＤＡ１００を再生するＣＤドライブ８、脱着可能に装着されるメモリカード１０１
の記録データのアクセスを行うカードインタフェース９、ＨＤＤ１０、操作部１１を備え
ている。
【００１３】
　また、デジタルラジオ受信機１は、アンテナ１２、チューナ１３、ＯＦＤＭ復調器１４
、誤り訂正部１５、ＴＳ分離部１６、動画や静止画の復号を行う画像デコーダ１７、オー
ディオデコーダ１８を有する。
　このような構成において、デジタルラジオ受信機１は、たとえば、ARIB STDB29「地上
デジタル音声放送の伝送方式」などで規定されるISDB-TSB（integrated services digita
l broadcasting terrestrial for sound broadcasting）に従ったデジタルラジオ放送を
受信する受信機である。なお、このISDB-TSBによるデジタルラジオ放送では、一つの放送
チャネルを用いて、MPEG-2システム規格に従って多重化された 複数のＴＳ(Transport St
ream)を含む放送が行われる。そして、この複数のＴＳには、オーディオデータを伝送す
るＴＳの他、動画や静止画を伝送するＴＳや、その他データを伝送するＴＳを含めること
ができる。
【００１４】
　さて、このような構成において、オーディオ再生装置におけるデジタルラジオ放送の受
信は、以下のように行われる。
　まず、制御部７は、操作部１１を介してラジオ放送受信モードがユーザより設定される
と、表示制御部２を、デジタルラジオ受信機１の画像デコーダ１７が出力する動画または
静止画を表示部３に出力するよう設定すると共に、音声出力制御部４を、デジタルラジオ
受信機１のオーディオデコーダ１８が出力する音声を音声出力部５に出力するよう設定す
る。そして、操作部１１を介してユーザから最後に指定された放送チャネルに対応する放
送周波数のＲＦ信号をデジタルラジオ受信機１のチューナ１３に受信させる。チューナ１
３によって受信されたＲＦ信号は、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiple
xing）変調された信号であり、ＯＦＤＭ復調器１４によって復調され、誤り訂正部１５に
送られる。誤り訂正部１５は、ベースバンド信号のデインタリーブや誤り訂正や誤り訂正
符号の除去等の処理を行ってＴＳを復元し、ＴＳ分離部１６に送る。ＴＳ分離部１６は、
各ＴＳを分離して各ＴＳで伝送された動画データや静止画データやオーディオデータやそ
の他データを抽出し、ビデオデータや静止画データは画像デコーダ１７に送り、オーディ
オデータはオーディオデコーダ１８に送り、その他データは制御部７に送る。そして、画
像デコーダ１７は、入力する動画データや静止画データから動画や静止画を復元し、表示
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制御部２とバッファ６に出力する。また、オーディオデコーダ１８は、入力するオーディ
オデータから音声を復元し、オーディオデコーダ１８と制御部７に出力する。
【００１５】
　そして、表示制御部２は、制御部７からの設定に従って、画像デコーダ１７から入力す
る動画や静止画を表示部３に表示出力し、音声出力制御部４はオーディオデコーダ１８か
ら入力する音声を音声出力部５に出力する。一方、バッファ６は、画像デコーダ１７から
入力する動画や静止画を一時的に格納する。
【００１６】
　次に、本オーディオ再生装置においてＨＤＤ１０に格納する各種データについて説明す
る。
　ＨＤＤ１０には、図２ａに示す楽曲ライブラリと、図２ｂに示すＣＤＤＢと、図２ｃに
示す楽曲データベースが記憶される。
　そして、楽曲ライブラリには、図２ａに示すように、各々が楽曲のオーディオデータを
格納した複数の楽曲ファイルと、各々が動画データまたは静止画データを格納した複数の
画像ファイルと、ライブラリ管理データが格納される。そして、ライブラリ管理データは
、楽曲ファイル毎の楽曲ファイル管理レコードを有し、各楽曲ファイル管理レコードには
、対応する楽曲ファイルにオーディオデータが格納されている楽曲の書誌的事項を表す楽
曲属性と、対応する楽曲ファイルの属性を表す楽曲ファイル属性と、対応する楽曲ファイ
ルの識別を表す楽曲ファイル識別子と、対応する楽曲ファイルに関連づけられた画像ファ
イルの識別を表す関連画像ファイル識別子が登録されている。また、楽曲属性としては、
対応する楽曲ファイルにオーディオデータが格納されている楽曲のタイトルや、その楽曲
が格納されているアルバムのアルバム名を表すアルバムや、その楽曲の演者を表すアーテ
ィストや、その楽曲の音楽としての分類を表すジャンルなどが登録される。また、楽曲フ
ァイル属性としては、対応する楽曲ファイルのオーディオデータのフォーマットや、対応
する楽曲ファイルのオーディオデータのビットレートなどが登録される。
【００１７】
　次に、ＣＤＤＢには、図２ｂに示すように、市販されているＣＤ-ＤＡアルバム毎に設
けられたＣＤ-ＤＡ識別データが登録されている。そして、ＣＤ-ＤＡ識別データには、対
応するＣＤ-ＤＡアルバムに記録されている各トラックの楽曲の書誌的事項を表す前述の
ような楽曲属性と、対応するＣＤ-ＤＡアルバムの特徴を表すＣＤ-ＤＡ特徴値が登録され
ている。ここでＣＤ-ＤＡ特徴値としては、ＣＤ-ＤＡアルバムに記録されているＴＯＣ情
報などが格納される。
【００１８】
　そして、楽曲データベースには、図２ｃに示すように、ＣＤ-ＤＡアルバムなどに含め
られて市販されている各楽曲ごとに設けられた楽曲識別データが登録されている。そして
、各楽曲識別データには、対応する楽曲の書誌的事項を表す前述のような楽曲属性と、対
応する楽曲の特徴を表す楽曲特徴値が登録されている。ここで楽曲特徴値としては、その
楽曲の音声の波形や波形の特徴値を表す波形分析データなどが格納される。
【００１９】
　さて、制御部７は、操作部１１を介したユーザの操作に応じて、ＣＤドライブ８に装着
されたＣＤ-ＤＡ１００に記録されている各トラックのオーディオデータを圧縮符号化し
て楽曲ファイルとして楽曲ライブラリに格納するリッピング処理を行う。このリッピング
処理において、制御部７は、楽曲ライブラリに格納した各楽曲ファイルについての楽曲フ
ァイル管理レコードを楽曲ライブラリ中に作成し、作成した楽曲ファイル管理レコードに
、対応する楽曲ファイルの識別子を楽曲ファイル識別子として登録すると共に、対応する
楽曲ファイルにオーディオデータが格納されている楽曲の楽曲属性や、対応する楽曲ファ
イルの楽曲ファイル属性を登録する。ここで、楽曲ファイルにオーディオデータが格納さ
れている楽曲の楽曲属性は、ＣＤＤＢ中から、リッピング処理の対象となったＣＤ-ＤＡ
１００のＴＯＣ情報がＣＤ-ＤＡ特徴値として登録されているＣＤ-ＤＡ識別データを探索
し、探索したＣＤ-ＤＡ識別データに記述されている各トラックの楽曲属性を、そのトラ
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ックのオーディオデータを圧縮符号化して格納した楽曲ファイルの楽曲の楽曲属性とする
ことにより求めることができる。
【００２０】
　ここで、制御部７は、操作部１１を介したユーザの操作に応じて、カードインタフェー
ス９に装着されたメモリカード１０１に記録されている画像ファイルを楽曲ライブラリに
格納する処理も行う。また、操作部１１を介したユーザの操作に応じて、楽曲ライブラリ
に格納した各楽曲ファイルに対応する楽曲ファイル管理レコードの編集なども行う。この
制御部７による編集を利用してユーザは、楽曲ライブラリに格納した画像ファイルのうち
の任意の画像ファイルの識別子を、所望の楽曲の楽曲ファイルの楽曲ファイル管理レコー
ドに関連画像ファイル識別子として登録することができる。
【００２１】
　次に、制御部７が行う画像設定処理について説明する。
　図３ａに、この画像設定処理の手順を示す。
　図示するように、この処理では、デジタルラジオ受信機１で新たな楽曲の受信が開始さ
れるのを待つ（ステップ３０２）。ここで、デジタルラジオ受信機１で新たな楽曲の受信
が開始されたかどうかは、オーディオデコーダ１８から入力する音声に基づいて、たとえ
ば、無音区間の発生後に音声出力が開始された場合に新たな楽曲の受信が開始されと判定
することなどにより行う。または、デジタルラジオ放送で放送されＴＳ分離部１６から制
御部７に送られるデータから、楽曲の放送期間の区切りが識別可能な場合には、そのデー
タを用いて新たな楽曲の受信が開始されたかどうかを判定するようにする。
【００２２】
　そして、新たな楽曲の受信が開始されたならば、オーディオデコーダ１８が出力する音
声の波形を解析し、解析結果にマッチする波形分析データが楽曲特徴値として登録されて
いる楽曲識別データを探索し（ステップ３０４、３０６）、探索に失敗したならば（ステ
ップ３０８）ステップ３０２からの処理に戻る。一方、楽曲識別データの探索が成功した
ならば（ステップ３０８）、探索した楽曲識別データに登録されている楽曲属性に整合す
る楽曲属性が登録されている楽曲ファイル管理レコードを探索し（ステップ３１０）、楽
曲ファイル管理レコードの探索に失敗したならば（ステップ３１２）、ステップ３０２か
らの処理に戻る。
【００２３】
　一方、楽曲ファイル管理レコードの探索に成功した場合には（ステップ３１２）、現在
受信中の楽曲の受信が終了するのを待つ（ステップ３１４）。なお、楽曲の受信の終了は
、オーディオデコーダ１８から入力する音声に基づいて、たとえば、無音区間の発生時に
、楽曲の受信が終了したと判定することにより行う。または、デジタルラジオ放送で放送
されＴＳ分離部１６から制御部７に送られるデータから、楽曲の放送期間の区切りが識別
可能な場合には、そのデータを用いて楽曲の受信が終了したかどうかを判定するようにす
る。
【００２４】
　次に、楽曲の受信が終了したならば、バッファ６に格納されている、受信を終了した楽
曲の受信中にバッファ６に格納された画像の画像データを、適宜圧縮符号化した上で、楽
曲ライブラリに画像ファイルとして格納する（ステップ３１６）。ここで、バッファ６に
格納されている画像データのうちの、楽曲受信中にバッファ６に格納された画像データ部
分の識別は、たとえば、ステップ３０２で、新たな楽曲の受信が開始された時点において
バッファ６に格納した画像データの位置を保持しておくことなどより行うことができる。
なお、バッファ６に格納されている画像データを楽曲ライブラリに格納する前に、その画
像を表示部３に一覧表示し、画像ファイルとして格納する画像の選択をユーザより受け付
け、選択を受け付けた画像についてのみ画像データを画像ファイルとして楽曲ライブラリ
に格納するようにしてもよい。
【００２５】
　そして、ステップ３１０で探索した楽曲ファイル管理レコードに、ステップ３１６で楽
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曲ライブラリに格納した画像ファイルの識別子を関連画像ファイル識別子として登録し（
ステップ３１８）、ステップ３０２からの処理に戻る。ただし、ステップ３１０で探索し
た楽曲ファイル管理レコードに既に関連画像ファイル識別子が登録されている場合には、
ステップ３１８では、関連画像ファイル識別子の登録は行わないようにしてもよい。また
は、楽曲ファイル管理レコードを、複数の関連画像ファイル識別子を登録可能に構成し、
ステップ３１０で探索した楽曲ファイル管理レコードに既に関連画像ファイル識別子が登
録されている場合には、ステップ３１８で、楽曲ライブラリに格納した画像ファイルの識
別子を関連画像ファイル識別子として追加登録するようにしてもよい。
【００２６】
　以上、画像設定処理について説明した。
　以上の画像設定処理の結果、デジタルラジオ放送で受信した楽曲と同じ楽曲の楽曲ファ
イルが楽曲ライブラリに登録されている場合には、その楽曲と共にデジタルラジオ放送で
放送された画像の画像ファイルが楽曲ライブラリに格納され、その画像ファイルの識別が
関連画像ファイル識別子として、楽曲ライブラリに登録されている、デジタルラジオ放送
で受信した楽曲と同じ楽曲の楽曲ファイルの、楽曲ファイル管理レコードに登録されるこ
とになる。
【００２７】
　次に、楽曲ライブラリに格納された楽曲ファイルを再生する動作について説明する。
　まず、制御部７は、操作部１１を介して楽曲ファイル再生モードがユーザより設定され
ると、表示制御部２を、制御部７が出力する動画または静止画を表示部３に出力するよう
設定すると共に、音声出力制御部４を、制御部７が出力する音声を音声出力部５に出力す
るよう設定する。
【００２８】
　そして、制御部７は、後述する記録楽曲再生処理を起動すると共に、操作部１１を介し
たユーザ操作による楽曲ライブラリ中の楽曲ファイルの再生の指示を受け付ける。また、
制御部７は、楽曲ライブラリ中の楽曲ファイルの再生が終了したときに、所定の再生シー
ケンスに従って、次に再生すべき対象楽曲ファイルを選定する処理も行う。
【００２９】
　以下、制御部７が行う記録楽曲再生処理について説明する。
　図３ｂに、この記録楽曲再生処理の手順を示す。
　図示するように、この処理では、操作部１１を介したユーザ操作による楽曲ライブラリ
中の楽曲ファイルの再生の指示の発生や、楽曲ライブラリ中の楽曲ファイルの再生終了に
伴う次に再生すべき楽曲ファイルの選定の発生よって、再生すべき新たな楽曲ファイルが
発生するのを待つ（ステップ３５２）。
【００３０】
　そして、再生すべき新たな楽曲ファイルが発生したならば、その楽曲ファイルの識別子
が楽曲ファイル識別子として登録されている楽曲ファイル管理レコードを抽出し（ステッ
プ３５４）、抽出した楽曲ファイル管理レコードに関連画像ファイル識別子が登録されて
いるかどうかを調べ（ステップ３５６）、登録されている場合には、登録されている関連
画像ファイル識別子が示す画像ファイルを表示対象画像ファイルとして設定し（ステップ
３５８）、ステップ３６０に進む。ここで、抽出した楽曲ファイル管理レコードに関連画
像ファイル識別子が複数登録されている場合には、各関連画像ファイル識別子が示す複数
の画像ファイルを表示対象画像ファイルとして設定するようにしてもよいし、複数の関連
画像ファイル識別子のうちから選定した一つの関連画像ファイル識別子が示す一つの画像
ファイルのみを表示対象画像ファイルとして設定するようにしてもよい。
【００３１】
　一方、抽出した楽曲ファイル管理レコードに関連画像ファイル識別子が登録されていな
い場合には（ステップ３５６）、抽出した楽曲ファイル管理レコードの楽曲属性に登録さ
れているジャンルに応じた画像ファイルを表示対象画像ファイルとして設定し（ステップ
３６４）、ステップ３６０に進む。なお、ＨＤＤ１０には、ジャンル毎に、そのジャンル
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に対してステップ３６４で表示対象画像ファイルとして選定する画像ファイルを予め格納
しておく。
【００３２】
　次に、ステップ３６０では、ステップ３５２で発生を検出した再生すべき新たな楽曲フ
ァイルのデコード出力処理を開始する（ステップ３６０）。ここで開始されたデコード出
力処理において、制御部７は、楽曲ライブラリより、再生すべき新たな楽曲ファイルを読
み出し、楽曲ファイルに格納されているオーディオデータをデコードし、音声出力制御部
４を介して音声出力部５より出力する。
【００３３】
　そして、次に、ステップ３５４で抽出した楽曲ファイル管理レコードの楽曲属性に登録
されている各情報と、ステップ３５８またはステップ３６４で設定した表示対象画像ファ
イルの画像を用いた楽曲情報ウインドウ表示処理を開始し（ステップ３６２）、ステップ
３５２の処理に戻る。
【００３４】
　ここで、ステップ３６２で開始した楽曲情報ウインドウ表示処理において、制御部７は
、ステップ３６０でデコード出力処理を開始した楽曲ファイルの再生が完了するまで、た
とえば、図４ａに示すような楽曲情報ウインドウを生成し、表示制御部２を介して表示部
３に表示する。
【００３５】
　図４ａに示すように、制御部は、この楽曲情報ウインドウにおいて、ステップ３５６で
抽出した楽曲ファイル管理レコードの楽曲属性、すなわち、再生中の楽曲の楽曲属性であ
るタイトルやアルバム名やアーティストやジャンルを楽曲属性領域４０１に表示する。ま
た、表示対象画像ファイルとして設定された画像ファイルの画像を、画像表示領域４０２
に表示する。また、図示した例では、この楽曲情報ウインドウに、楽曲再生制御操作を受
け付けるための各種ボタン４０３も設けている。なお、表示対象画像ファイルに格納され
ている画像データが動画データである場合、画像表示領域４０２には動画が表示され、表
示対象画像ファイルに格納されている画像データが静止画データである場合、画像表示領
域４０２には静止画が表示されることになる。また、ステップ３５８において、複数の画
像ファイルが表示対象画像ファイルとして設定されている場合には、各表示対象画像ファ
イルの画像を順次、画像表示領域４０２に表示するようにする。
【００３６】
　ただし、この楽曲情報ウインドウは、たとえば、図４ｂに示すように、表示対象画像フ
ァイルとして設定された画像ファイルの画像をバックグランド４０５として、その上に、
再生中の楽曲の楽曲属性であるタイトルやアルバム名やアーティストやジャンルを表した
楽曲属性領域４０４を重畳表示するようなものとしてもよい。なお、図４ｂのボタン４０
６は、表示部３に表示するウインドウを、楽曲情報ウインドウから他のウインドウたとえ
ば楽曲再生制御操作を受け付けるためのウインドウへ切り替えるための指示をユーザから
受け付けるためのボタンである。
【００３７】
　以上、本発明の実施形態について説明した。
　以上のように、本実施形態に係るオーディオ再生装置によれば、ＨＤＤ１０に記録され
た楽曲ファイルを再生出力する際に再生出力と並行して表示出力する画像として、デジタ
ルラジオ放送によって当該楽曲と同じ楽曲を受信した際に併せて受信した画像を、自動的
にＨＤＤ１０に記録することができる。ここで、このような楽曲と共に放送される画像は
、当該楽曲と強い関連性を有するものである蓋然性が大きい。よって、ユーザの特段の作
業を必要とすることなしに、ＨＤＤ１０に記録された楽曲ファイルの再生時に、再生する
楽曲ファイルにオーディオデータが格納された楽曲に関連する画像を再生表示することが
できるようになる。
【００３８】
　ところで、前述した制御部７による操作部１１を介したユーザ操作による楽曲ライブラ
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リ中の楽曲ファイルの再生の指示の受け付けは、たとえば、図４ｃに示すような楽曲選択
ウインドウを用いて行うようにしてもよい。すなわち、楽曲選択ウインドウ中に、タブ選
択によって切り替え表示するアルバム表示領域４１１、アーティスト表示領域４１２、ジ
ャンル表示領域４１３を設ける。そして、アルバム表示領域４１１では、図示するように
、楽曲ライブラリの楽曲ファイル管理レコードのいずれかの楽曲属性に登録されているア
ルバムの各々に対応する画像４１４を表示する。ここで、このアルバムに対応する画像と
しては、そのアルバムが楽曲属性に登録されている楽曲ファイル管理レコードのいずれか
に登録されている関連画像ファイル識別子が示す画像ファイルの画像を表示する。また、
同様に、アーティスト表示領域４１２では、楽曲ライブラリの楽曲ファイル管理レコード
のいずれかの楽曲属性に登録されているアーティストの各々に対応する画像を表示する。
ここで、このアーティストに対応する画像としては、そのアーティストが楽曲属性に登録
されている楽曲ファイル管理レコードのいずれかに登録されている関連画像ファイル識別
子が示す画像ファイルの画像を表示する。また、同様に、ジャンル表示領域４１３には、
楽曲ライブラリの楽曲ファイル管理レコードのいずれかの楽曲属性に登録されているジャ
ンルの各々に対応する画像を表示する。ここで、このジャンルに対応する画像としては、
そのジャンルが楽曲属性に登録されている楽曲ファイル管理レコードのいずれかに登録さ
れている関連画像ファイル識別子が示す画像ファイルの画像を表示する。
【００３９】
　そして、ユーザによって、アルバム表示領域４１１に表示した画像４１４が選択された
ならば、選択された画像に対応するアルバムが楽曲属性に登録されている楽曲ファイル管
理レコードに登録されている楽曲ファイル識別子が示す楽曲ファイルを、順次、再生すべ
き楽曲ファイルとして選定する。同様に、アーティスト表示領域４１２に表示した画像が
選択されたならば、選択された画像に対応するアーティストが楽曲属性に登録されている
楽曲ファイル管理レコードに登録されている楽曲ファイル識別子が示す楽曲ファイルを、
順次、再生すべき楽曲ファイルとして選定し、ジャンル表示領域４１３に表示した画像が
選択されたならば、選択された画像に対応するジャンルが楽曲属性に登録されている楽曲
ファイル管理レコードに登録されている楽曲ファイル識別子が示す楽曲ファイルを、順次
、再生すべき楽曲ファイルとして選定する。なお、この楽曲選択ウインドウ中には、ユー
ザから楽曲再生制御操作を受け付けるための各種ボタン４１５も設けている。
【００４０】
　また、以上の実施形態では、図３ａに示した画像設定処理のステップ３１２において、
新たに受信が開始された楽曲の波形の解析結果にマッチする波形分析データが楽曲特徴値
として登録されている楽曲識別データに登録されている楽曲属性に整合する楽曲属性が登
録されている楽曲ファイル管理レコードの探索に失敗した場合には、画像ファイルの楽曲
ライブラリへの登録を行わないようにしたが、このような楽曲ファイル管理レコードの探
索に失敗した場合にも、現在受信中の楽曲の受信が終了するのを待って、バッファ６に格
納されている、受信を終了した楽曲の受信中にバッファ６に格納された画像の画像データ
を、適宜圧縮符号化した上で、楽曲ライブラリに画像ファイルとして格納するようにして
もよい。そして、楽曲ファイル管理レコードの探索に失敗した場合に画像ファイルを格納
した場合には、楽曲ライブラリに、格納した画像ファイルについて図２ｄに示すようなス
トック画像管理データを作成し記憶するようにする。ここで、図示するように、ストック
画像管理データには、格納した画像ファイルの識別を表す画像ファイル識別子と、ステッ
プ３０６で抽出した楽曲識別データに登録されている楽曲属性を登録するようにする。そ
して、制御部７において、楽曲ファイル管理レコードの楽曲ライブラリへの新規登録を監
視し、いずれかのストック画像管理データに登録されている楽曲属性と整合する楽曲属性
が登録された楽曲ファイル管理レコードが新規登録されたならば、その楽曲ファイル管理
レコードに、当該楽曲ファイル管理レコードと一致する楽曲属性が登録されているストッ
ク画像管理データに登録されている画像ファイルの識別子を関連画像ファイル識別子とし
て登録するようにする。
【００４１】
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　このようにしても、ＨＤＤ１０に記録された楽曲ファイルを再生出力する際に再生出力
と並行して表示出力する画像として、デジタルラジオ放送によって当該楽曲と同じ楽曲を
受信した際に併せて受信した画像を、自動的にＨＤＤ１０に記録することができる。また
、楽曲に関連する画像を、その楽曲の楽曲ファイルの楽曲ライブラリへの格納に先だって
記録媒体に記録しておくことができるので、関連する画像を記録媒体に予め記録できた楽
曲については、その楽曲の楽曲ファイルの楽曲ライブラリへの格納直後から、その楽曲の
再生時に関連する画像の表示を行えるようになる。
【００４２】
　また、以上の実施形態は、デジタルラジオ放送が、放送中の楽曲の識別を表す放送中楽
曲識別情報を含むデータを放送するようなものである場合には、図３ａに示した画像設定
処理のステップ３０４からステップ３１０は、受信した放送中楽曲識別情報が示す楽曲の
楽曲ファイル管理レコードを探索する処理に置き換えるようにしてよい。また、この場合
には、受信した放送中楽曲識別情報が示す楽曲の変化に応じて画像設定処理のステップ３
０２の新たな楽曲の受信開始の判定や、ステップ３１４の楽曲の受信終了の判定を行うよ
うにしてよい。
【００４３】
　また、以上の実施形態では、ＣＤＤＢや楽曲データベースをオーディオ再生装置に備え
、オーディオ再生装置においてＣＤ-ＤＡから読み出した楽曲やデジタルラジオ放送受信
機で受信した楽曲の識別や楽曲属性の特定を行ったが、これは、オーディオ再生装置にＣ
ＤＤＢや楽曲データベースを備えずに、ＣＤＤＢや楽曲データベースを用いて楽曲の識別
や楽曲属性の特定サービスを提供するサーバに接続するための無線通信装置をオーディオ
再生装置に備え、制御部において、このサーバを利用して、ＣＤ-ＤＡから読み出した楽
曲やデジタルラジオ放送受信機で受信した楽曲の識別や楽曲属性の特定を行うようにして
もよい。すなわち、この場合、制御部７は、無線通信装置を介して、サーバに接続し、当
該サーバにＣＤ-ＤＡのＴＯＣ情報や受信した楽曲の波形データを送信する。そして、サ
ーバは受信したＣＤ-ＤＡのＴＯＣ情報や受信した楽曲の波形データから、ＣＤＤＢや楽
曲データベースを用いて対応する受信したＴＯＣ情報に対応するＣＤ-ＤＡに記録されて
いる各楽曲の楽曲属性や、受信した波形データにマッチする楽曲の楽曲属性を特定し、特
定した楽曲属性の情報を制御部に提供する。
【００４４】
　また、以上の実施形態は、デジタルラジオ受信機１に代えて、デジタルテレビ放送やア
ナログテレビ放送を受信するテレビ受信機を備える場合にも同様に適用することができる
。すなわち、この場合には、デジタルラジオ受信機１で受信するオーディオデータに代え
てテレビ受信機で受信したオーディオ情報を用いて処理を行い、デジタルラジオ受信機１
で受信する画像データに代えてテレビ受信機で受信した画像情報を用いて処理を行うよう
にすればよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施形態に係るオーディオ再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係るオーディオ再生装置のＨＤＤの記録データを示す図であ
る。
【図３】本発明の実施形態に係るオーディオ再生装置が行う処理を示すフローチャートで
ある。
【図４】本発明の実施形態に係るオーディオ再生装置が表示する表示画面の例を示す図で
ある。
【符号の説明】
【００４６】
　１…デジタルラジオ受信機、２…表示制御部、３…表示部、４…音声出力制御部、５…
音声出力部、６…バッファ、７…制御部、８…ＣＤドライブ、９…カードインタフェース
、１０…ＨＤＤ、１１…操作部、１２…アンテナ、１３…チューナ、１４…ＯＦＤＭ復調
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器、１５…訂正部、１６…ＴＳ分離部、１７…画像デコーダ、１８…オーディオデコーダ
。
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